
次の座標で表される点Ａ，Ｂ，Ｃを頂点とする三角形ＡＢＣの面積を求めなさい。ただし，

座標軸の１目もりを１cm とする。

①　Ａ（2，4），Ｂ（－4，－2），
　Ｃ（3，－5）

②　Ａ（4，4），Ｂ（－3，2），
　Ｃ（－1，－4）

右の図のように，比例 y ＝－ 
２

３
x と反比例 y ＝ 

a
x   のグラフが

点Ｐ，Ｑで交わっている。点Ｐの x 座標が－９であるとき，次

の問いに答えなさい。

右の図のように，比例 y ＝ x と y ＝－ 
３

２
x のグラフがある。

x 座標が a （a＞０）である x 軸上の点Ｒを通り y 軸に平行な直

線が，比例 y ＝ x ， y ＝－ 
３

２
x と交わる点をそれぞれＰ，Ｑと

する。このとき，次の問いに答えなさい。

①　a＝8のとき，ＰＱの長さを求めなさい。

②　ＰＱの長さを aの式で表しなさい。

③　ＰＱの長さが15のとき，aの値を求めなさい。

④　③のとき，三角形ＯＰＱの面積を求めなさい。ただし，座標軸の 1目もりを
1cmとする。

①　aの値を求めなさい。

②　点Ｑの座標を求めなさい。

２０点×２

①

②

１０点×２

①

②

１０点×４

①

②

③

④
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y＝6　よって，Ｐ（－9，6）
a＝－9×6
a＝－54

点ＰとＱは原点について対称である。

Ｐ（8，8），Ｑ（8，－12）より
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